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男と女のいきいきコラム　―男女共同参画社会の実現を目指して―　VOL.103

先生！「地域福祉」って何ですか？　第２回　幸せな暮らしができる地域社会をつくる

12
月
16
日
に
投
開
票
が
行
わ
れ
た

第
46
回
衆
議
院
議
員
選
挙
で
は
、
自

民
党
が
大
幅
に
議
席
を
増
や
し
ま
し

た
。
自
民
党
は
政
権
公
約
で
「
社
会

の
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
２
０
２
０
年
ま

で
に
指
導
的
地
位
を
占
め
る
女
性
の

割
合
を
30
％
以
上
に
す
る
」
と
い
う

目
標
を
掲
げ
て
お
り
、
安
倍
総
裁
も

「
女
性
の
力
を
活
用
し
な
け
れ
ば
日

本
の
活
力
を
取
り
戻
せ
な
い
」
、

「
女
性
の
力
を
生
か
す
こ
と
で
党
を

変
え
る
」
と
述
べ
、
自
民
党
の
役
員

人
事
で
は
初
め
て
、
２
人
の
女
性
が

党
三
役
に
登
用
（
総
務
会
長
お
よ
び

政
調
会
長
）
さ
れ
ま
し
た
。

衆
議
院
議
員
に
占
め
る
女
性
の
割

合
の
推
移
を
見
る
と（
図
１
）、
日
本

で
初
め
て
女
性
が
被
選
挙
権
を
得
て

行
わ
れ
た
国
政
選
挙
で
あ
る
第
22
回

衆
議
院
議
員
選
挙
で
は
、
議
員
数
４

６
６
人
中
、
女
性
は
39
人
、
８
・
４

％
で
し
た
。
そ
の
後
低
下
し
、
１
〜

女
性
議
員

２
％
台
で
推
移
し
て
い
ま
し
た
が
、

平
成
に
入
っ
て
か
ら
は
上
昇
し
、
前

回
の
選
挙
で
は
最
高
と
な
る
11
・
３

％
と
な
り
ま
し
た
。
今
回
は
７
・
９

％
と
な
り
、
前
回
か
ら
は
大
き
く
減

少
し
て
い
ま
す
。

土
岐
市
議
会
で
は
、
昭
和
30
年
の

市
制
施
行
時
の
第
１
回
市
議
会
議
員

選
挙
に
は
、
女
性
議
員
は
１
人
も
い

ま
せ
ん
で
し
た
。
初
の
女
性
議
員
が

誕
生
し
た
の
が
昭
和
46
年
の
第
５
回

市
議
選
挙
で
、
そ
の
後
も
女
性
議
員

の
占
め
る
割
合
は
同
水
準
が
続
き
ま

し
た
。
平
成
11
年
の
第
12
回
市
議
選

挙
で
初
め
て
複
数
（
２
人
）
の
女
性

が
議
員
と
な
り
、
さ
ら
に
、
平
成
15

年
の
第
13
回
市
議
選
挙
以
降
、
女
性

議
員
は
３
人
と
な
り
、
現
在
、
女
性

議
員
が
占
め
る
割
合
は
、
衆
議
院
議

員
を
大
き
く
上
回
る
16
・
７
％
と
な

っ
て
い
ま
す
（
図
２
）。

市では、地域福祉計画の策定を進めています。この
コラムは「地域福祉」について飯尾良英先生と考える、
３回シリーズの第２回目です。

先回（平成24年12月１日号）は、「地域のくらし」
についてお話をしました。地域にはいくつかの区域が
ありますが、高齢者や子ども、赤ちゃんを抱えたお母
さん、重い障がいを持つ方々などにとって、日常生活
の多くの時間を地域で送ることになり、地域の暮らし
が「安全で安心、幸せ」なものでなければなりません。
「安全で安心・幸せな暮らしができる地域社会をつく
ること」、これを『地域福祉』といいます。認知症の
高齢者を抱えてどのように介護をしたらよいか困って
いるご家族、働く場所がない重い障がいを持つ人、自
分が病気の時に代わって子どもを世話する人がいない
お母さんなど、地域の中にはいろいろな人たちが支援
を求めています。地域福祉は、地域住民の安全で安
心・幸せな暮らしのために何が必要かを考え、その実
現を図ります。
国は2000年６月に「社会福祉法」を改正して、市町

村が地域福祉の推進に努めるよう『地域福祉計画』の

策定を求めました。地域福祉計画の内容には、１．住
民の皆さんが必要なときに福祉サービスにアクセスで
きるよう情報提供や相談体制を整え、ニーズに基づく
福祉サービスを整備していくこと。２．福祉サービス
がお互いに連携し利用者の立場に立って提供されるよ
うに、保健・福祉・医療などのネットワークづくりと
従事者の確保・質の向上を図ること。３．地域福祉の
実現のために住民の意見を取り入れ、住民の参加協力
を得られる仕組みをつくることなどを定めています。
現在、土岐市では「第２期地域福祉計画」の策定に

取り組んでいます。市民の皆さんにとって地域の暮ら
しが安全・安心、幸せなものになるよう、どのような
地域社会を実現していけばよいか、皆さんの夢と期待
の詰まった計画になるよう、委員の皆さんと一緒に頑
張っています。

飯尾良英先生のプロフィール
中部学院大学短期大学部教授。社会福祉学科にて介護福
祉士の養成を行いながら、地域福祉の視点から福祉や介
護についての調査研究を続けている。岐阜県や市町村の
福祉計画に参画。現在、土岐市地域福祉計画策定委員長。
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図１　衆議院議員男女別
内訳の推移

図２　市議会議員男女別
内訳の推移


